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移
民
と
文
化
変
容

台
湾
回
民
社
会
に
お
け
る
聖
紀
祭
礼

の
変
遷
と
回
民
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

(、)

〈要
旨

〉

移

民

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ

て

い
く
過
程

で
、
移

民

エ
ス

ニ
シ
テ
ィ
の
ア
イ
デ

ン
テ

ィ
テ
ィ
は
、
移
住
地

の
マ
ジ

ョ
リ

テ
ィ
文
化

と
の
イ

ン
タ
ー
ラ
ク
シ

ョ
ン
の
中

で

の
み
構
築
さ

れ
て

い
く

の
で
は
な

い
。

同
時

に
、
移

民

エ
ス

ニ
ッ
ク

・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

内
部

の
差
異
を

調
整

し
て

い
く

こ
と

で
、
彼
ら

の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
が
再
構
築
さ
れ

て

い
く
。
本
稿
で

は
、
台
湾

回
民
社
会

で
今
日
行
わ

れ
て

い
る
聖
紀
祭
礼
を

分
析
対
象

と
す

る
。
台
湾

回
民
社
会

に
お
け

る
聖
紀

祭
礼
は
、
歴
史

的
変
遷
を
経

て
現
在

に
至

っ

て
い
る
。
ま
尢
、

聖
紀
を
行

う
こ
と

に
対

す
る
評
価
も
台

湾
回
民
社
会
内

で

一
様
で
は

な

い
。
台

湾
回
民

の
多

く
が
、

一
逡

α年

以
降

の
国
共
内
戦

の
戦
禍
を
逃

れ
て
、
中
国
大

陸
や
第

三
国
を
経
由

し

て
台

湾

へ
と
移
住

し
て
き
た
人

々
で
あ
る
。
、
彼

ら
の
移

動

の
背

景
は
多

様

で
あ
り

、
ま
た
彼

ら
と
と
も

に
移

動
し

て
き
た

イ

ス
ラ
ー

ム
の
伝
統

も
多

様

で
あ

る
。
こ
れ
ら
台

湾
回
民

の
移

住

や
移

動
の
経
験
が

、
聖
紀
祭
礼

の
変
容

や
評
価

の

差
異
と

密
接

に
関

わ

っ
て

い
る
。
そ
う

し
た
移

住

や
移
動

の
経
験
を
背
景
と

し
た
差

異

を
調

整
す

る
プ

ロ
セ

ス
の
中
に
、

現
在

の
台

湾
回
民

社
会

の
聖
紀

が
存
在

し

て
い
る
。

本
論

で
は
、
聖
紀
祭

礼

の
歴
史

的
変
遷

の
分
析

を
通
し

て
、
台

湾
回
民

の

エ
ス

ニ
ッ
ク

木

村

自

な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
ど

の
よ
う

に
調
整
さ
れ
、
変
化

し
て
き
た
か
を
示
す
。

キ

ー
ワ
ー
ド

移
民

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
、
儀
礼

の
変
容
、
台
湾

回
民
、
聖
紀
祭
礼
、

エ
ス
ニ
ッ
ク

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

・

、
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は

じ
め
に

.
ピ
ル
ズ
ベ
リ
r
は

一
九
七
三
年

に
提
出
し
た
博
士
論
文
の
序
文
で
、
台
湾
回

民
研
究
を
次
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
「
こ
の
研
究

(ピ
ル
ズ
ベ
リ
ー
の
博

士
論
文
を
指
す
)
は
、
宗
教
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
研
究
で
あ
る
と
共
に
エ
ス
ニ

ッ
ク

.
マ
イ
ノ
刀
テ

イ
の
研
究
で
あ
り
、
同
時
に
中
国
大
陸
全
土
か
ら
こ
の
島

.
(台
湾
)

へ
と
移
住
し
て
き
た
移
民
の
、
都
市
的
空
間
に
お
け
る
新
た
な
生
活

へ

の
適
応

に
焦
点
を
当

て
た
、
都
市

人
類
学
の
試
み
で
も
あ
る
」
[℃
≡
ω9

亳

一雪
ω
冒

現
在
の
台
湾
回
民
を
め
ぐ
る
状
況
も
、
基
本
的
に
彼
女
が
記
述
し
た
問

題
関
心
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
「し
か
し
な
が
ら
、
今
日
の
人
類
学

的
状
況
に
お

い
て
は
、
「場
所
」
と

「民
族
」
、
そ
れ
に

「文
化
」
と
の
結
び
つ

き
に
疑
問
符
が
打
た
れ
、
「地
域
」
「
民
族
」
「文
化
」
な
ど
の
概
念
を
、
所
与
の

も
の
と
し
て
単
純
に
想
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な

っ
て
い
る
。
ピ

ル
ズ
ベ
リ

ー
の
研
究
報
告
で
は
、
時
代
の
制
約
も
あ

っ
て
、
回
民
の
移
動
と
文
化
の
問
題

を
的
確
に
扱

っ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
本
論
は
、
台
湾
の
回
民
社
会
を
移

民
社
会
と
位
置
づ
け
、
移
民

エ
ス

ニ
シ
テ
ィ
と
宗
教
文
化
と
の
関
係
を
探
求
す

る
も
の
で
あ
る
。

回
民

・
回
族
の
移
住
と
文
化
の
問
題
を
論
じ
た
も
の
に
、
グ
ラ
ッ
ド

ニ
i

[Ω
一帥
α
『尸Φく
一
りり
①]や
横
山
[横
山

一
九
九
二
]、
松
本
[松
本

二
〇
〇

一
]な
ど
に
よ
.

る
研
究
成
果
が
あ
る
。
グ
ラ
ッ
ド

ニ
ー
は
中
国
大
陸
か
ら
台
湾
を
経
由
し
で
ト

ル
コ
へ
と
移
住
し
た
回
族
を
分
析
し

て
、
移
民
回
族
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
が
、
中
国
大
陸
の
回
族
の
そ
れ
と
ど
れ
ぼ
ど
異
な

っ
て
い
る
か
を

示
し
、
回
族
の
エ
ス
ニ
ッ
ク

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
、
彼
ら
の
置
か
れ
た
社

会
的

.
文
化
的
文
脈
の
申
で
可
変
的
で
あ
る
と
論
じ
た
。

一
方
、
横
山
と
松
本

な
、
中
個
雲
南
省
か
ら
タ
イ
北
部

へ
と
移
住
し
た
回
民

・
回
族
を
分
析
対
象
と

し
、
移
住
後
の
回
民

・
回
族
が
移
住
地
に
お
い
て
適
応
し
な
が
ら
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
調
整
し
て
い
る
様
子
を
描
い
て
い
る
。
グ
ラ
ッ
ド
ニ
ー
、
横
山
、
松

本
の
い
ず
れ
の
論
考
も
、
移
民
回
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
、
移
住
地
の
マ

ジ

ョ
リ
テ
ィ
文
化
と
の
相
互
作
用
の
中
で
変
化
し
て
い
っ
た
様
子
を
分
析
の
対

象
と
し
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
本
論
は
、
台
湾

へ
と
移
住
し
た
回
民
自
体
が
、
単

一
の
文
化

的
背
景
を
持

っ
た
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
で
あ
る
の
で
は
を
く
、
多
様
な
歴
史
的

・

文
化
的
背
景
を
も

っ
た
集
団
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
そ
の

前
提
の
上
で
本
論
の
問
題
関
心
は
、
そ
う
し
た
多
様
な
歴
史
的

・
文
化
的
背
景

を
持

っ
た
回
民
た
ち
が
、
移
住
地
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
構
築
し
て
い

く
過
程
で
、
回
民
内
部
に
お
け
る
多
様
性
を
ど
の
よ
う
に
調
整
し
て
い
る
の
か

と

い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
台
湾
回
民
の
聖
紀

(ω『
曾
αq
它

祭
礼

に
注
目
す
る
。
台
湾
回
民
社
会
で
行
わ
れ
る
聖
紀
は
、
歴
史
的
な
変
遷
を
経
て

現
在
に
至

っ
て
い
る
。
ま
た
、
聖
紀
を
行
ヶ
こ
と
に
対
す
る
評
価
も
台
湾
回
民

社
会
内
で

一
様
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
聖
紀
祭
礼

の
変
容
や
評
価

の
差
異
が
、

台
湾
回
民
の
移
住
や
移
動
の
経
験
と
密
接
に
関
わ

っ
て
お
り
、
そ
の
差
異
を
調

整
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
、
現
在
の
台
湾
回
民
社
会
の
聖
紀
が
存
在
し
て
い
る
。

本
論
で
は
、
聖
紀
祭
礼
を
通
し
て
、
台
湾
回
民
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
が
調
整
さ
れ
、
変
化
し
て
い
く
様
子
を
分
析
す
る
。
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"

台
湾
回
民
の
移
住
と
移
動

台
湾
回
民
と
は
、
中
国
大
陸
や
そ
れ
以
外
の
国
か
ら
台
湾

へ
と
移
住
し
て
き

た
中
国
系
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
。
彼

ら
は
、
中
国
大
陸
で
は
回
族
と

い
う
民
族
名

称
を
与
え
ら
れ
、
五
五
の
少
数
民
族

の

一つ

に
数
え
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
方
v

台
湾
社
会
で
は
彼
ら
を
回
族
と
称
す
る
こ
と
は
少
な

い
。
台
湾
回
民
自
身
も

「回
族
」
と
い
う
少
数
民
族
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
で
は
な
く
、
.漢
人
の
イ
ス
ラ
ー

ム
教
徒
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
維
持
し
て
い
る
人
が
多
い
(、
)。
よ

っ
て

本
論
で
は
、
中
華
人
民
共
和
国
で
戸
籍
上
明
確
に
登
録
さ
れ
て
い
る
民
族
カ
テ

ゴ
リ
ー
を
指
す
も
の
と
し
て
の
み

「回
族
」
を
用

い
、
-そ
れ
と
区
別
す
る
た
め

に
、
台
湾
に
居
住
す
る
中
国
系

ム
ス
リ
ム
を

「回
民
」
と
呼
ぶ
。
と
は
言
え
、

台
湾
回
民
と
中
国
大
陸
の
回
族
と
は
直
接
的
な
血
縁
関
係
に
あ
る
人
々
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
り
、
そ
う
し
た
中
国
大
陸
の
回
族
と
台
湾
回
民
と
を
統
合
し
た
人
々

を
指
す
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
「
回
民

・
回
族
」
を
用
い
る
。

上
記
の
よ
う
に
、
台
湾
に
お
い
て
回
民
は
民
族
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
は
考
え
ら
れ

て
お
ら
ず
、
回
民
を
対
象
と
し
た
人
口
統
計
が
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

台
湾
に
居
住
す
る
回
民
の
正
確
な
人
口
は
分
ら
な
い
。
ま
た
、
宗
教
を
基
準
と

し
た
人
口
数
も
、
統
計
が
容
易
で
な
い
た
め
、
正
確
な
数
字
は
出
て
い
な

い
。

台
湾
の
ム
ス
リ
ム
を
ま
と
め
る
最
大

の
組
織
で
あ
る
中
国
回
教
協
会
の
発
表
に

よ
る
と
、
現
在
台
湾
に
居
住
し
て

い
る
回
民
の
人
口
は
五
万
～
六
万
人
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
渡
台
当
時
の
回
民
人
口
を
二
万
人
と
し
、
そ
の
後

の
自
然
増
加
か
ら
割
り
出
し
た
数
字
で
あ
る
。

一
方
で
、
同
協
会
が

一
九
九
八

年
に
発
行
し
た
協
会
会
員
名
簿
に
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
七
千
人
余

り
に
す
ぎ
な
い
。
現
在
台
湾
に
は
六
つ
の
モ
ス
ク
が
存
在
し
、
毎
週
金
曜
日
に

は
多
く
の
ム
ス
リ
ム
た
ち
が
、
居
住
地
か
ら
近
い
モ
ス
ク
に
礼
拝
に
行
く
。
そ

れ
ぞ
れ
の
モ
ス
ク
に
は
、
ア
ホ
ン
3
が

一
人
ず
つ

(台
北
新
生
モ
.ス
ク
の
み
二

人
)
就
任
し
て
い
る
。

11
-
1

回
民
の
台
湾
社
会

へ
の
移
住
経
路

台
湾
回
民
は
そ
の
移
住
の
経
路
の
違

い
か
ら
、
大
き
く
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
類
で
き
る
。

一
つ
目
は
、

一
九
四
五
年
以
降
国
民
党
軍
と
共
に
台
湾
ぺ
と
移
住
し
て
き
た

人
々
で
あ
り
、
、い
わ
ゆ
る

「
外
省
人
」
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
国
共
内
戦

に
敗
れ
た
国
民
党
軍
は
、
反
共
の
拠
点
を
大
陸
か
ら
台
湾

へ
移
し
た
。
国
民
党

軍
と
共
に
大
陸
か
ら
台
湾
へ
と
移
住
し
て
き
た

(当
然
当
初
は
移
住
と
い
う
認

識
は
な
く
、

一
時
的
な
逃
避
で
あ

っ
た
)
入

々
の
中
に
、
二
万
人
ほ
ど

の
回
民

が
含
ま
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
、
ビ
ル
ズ
ベ
リ
ー
も
記
述

し
て
い
る
よ
う
に
、
軍
人
や
役
人
で
あ
吟
、
台
湾
移
住
後
も
台
湾
の
国
民
党
政

権
内
で

=
疋
の
地
位
を
維
持
し
て
い
た
鬥勺
籠
ωび
ロ
蔓

一㊤
認
]。
外
省
人
ム
ス
リ
ム

は
、
台
湾
全
土
に
広
が

っ
て
居
住
し
て
い
る
が
、
主
に
台
北
や
高
雄
、
台
中
な

ど
・都
市
部
に
散
住
し
て
い
る
。

彼
ら
い
わ
ゆ
る
外
省
人
回
民
の
原
籍
地
は
、
中
国
全
土
に
渡

っ
て
い
る
。
中

国
回
教
協
会
が
発
行
し
て
い
る
協
会
会
員
名
簿
で
は
、
四
四
の
省
籍
別
に
名
前

が
記
さ
れ
て
お
り
、
チ
ベ
ッ
ト
を
含
め
原
籍
地
は
中
国
全
土
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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中
国
回
教
協
会
名
簿
に
よ
る
と
、
台
湾

へ
の
移
民
人
口
が
多

い
原
籍
地
は
安
徽

省
、
続
い
て
河
南
省
、
山
東
省
、
雲
南
省
、
南
京
市

の
順
に
な

っ
て
い
る
ハ、)。

中
国
回
族
は
、
中
国
各
地
に
居
住
し
て
お
り
、
居
住
地
域
や
宗
派
等

の
相
異
に

よ
っ
て
、
エ
ス
ニ
ゾ
ク

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
あ
り
方
が
大
き
く
異
な

っ
て

い
る
[Ω
δ
号

亀

一㊤
㊤
呂
。
よ

っ
て
、
中
国
各
地
か
ら
集
合
し
た
台
湾
回
民
は
、

台
湾
移
住
当
時
回
民
相
互
の
問
で
、
文
化
的

・
宗
派
的
差
異
が
存
在
し
て
い
た

で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

二
つ
目
の
グ
ル
ー
プ
は
、
国
共
内
戦
時
に
第
三
国
へ
逃
れ
、
そ
の
後
中
華
民

国
政
府

の
華
僑
帰
国
政
策
に
乗
じ

て
、
あ
る
い
は
そ
の
後
の
チ
ェ
ー
ン

・
マ
イ

グ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
と
し
て
、
台
湾

へ
移
住
し
て
き
た
人
々
で
あ
る
。
こ
う

し
た

「帰
国
」
華
僑
ム
ス
リ
ム
は
、
タ
イ
、
ビ
ル
マ
、
ト
ル
コ
そ
れ
に
ネ
パ
ー

ル
な
ど
と

い
っ
た
第

一
移
住
国
か
ら
、
台
湾

へ
.と
移
住
し
て
き
て
い
る
。
彼
ら

の
多
く
は
、

一
九
四
五
年
以
降
激
し
く
な
る
中
国
大
陸
内
で
の
国
共
内
戦
の
戦

禍
を
逃
れ
る
た
め
、.
中
国
か
ら
第
三
国

へ
と
逃
れ
た
国
民
党
軍
の
兵
士
、
も
し

く
は
彼
ら
と
共
に
移
住
し
て
き
た
人
々
で
あ
る
ゆ
台
湾
に
移
住
し
た
彼
ら
華
僑

ム
ス
リ
ム
の
中
で
特
に
多

い
の
は
、
二

九
四
〇
年
代
後
半
か
ら
五
〇
年
代
に
雲

南
省
か
ら
ビ
ル
マ

・
タ
イ
へ
逃
れ
、
そ
の
後
台
湾

へ
と

「帰
国
」
し
た
人
々
と

そ
の
子
孫
で
あ
る
。
彼
ら
も
台
湾
全
土
に
居
住
し
て
い
る
が
、
特
に
台
北
県
中

和
市
や
永
和
市
、
桃
園
県
に
集
住
し
て
い
る
(,
)。

11
1
2

留
学
に
と
も
な
う
ア
ホ

ン
の
移
動

台
湾
で
ア
ホ
ン
を
歴
任
し
た
回
民
の
多
く
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
修
め
る
た
め

に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
に
留
学
し
て
い
る
。
台
湾
で
の
歴
代
の
ア
ホ
ン
を
光
復

(台
湾
で
は
、

一
九
四
五
年
に
日
本
の
植
民
地
統
治
が
終
了
し
、
政
権
が
中
華
民

国
政
府
に
移
管
さ
れ
た
こ
と
を
光
復
と

い
う
)
前
に
教
育
を
受
け
た
ア
ホ
ン
と

光
復
後
に
教
育
を
受
け
た
ア
ホ
ン
に
分
け
る
。
こ
れ
ま
で
に
台
湾

の
各

モ
ス
ク

で
ア
ホ
ン
を
担
当
し
た
ム
ス
リ
ム
の
多
く
は
、
光
復
前
に
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
を

受

け
た
世
代
で
あ
る
。
台
湾
光
復
直
後
の
第

一
代
目
の
ア
ホ
ン
で
あ
る
王
静
斎

氏
は
、

一
九
二
二
年
に
ボ
ン
ベ
イ
や
エ
ジ
プ
ト

・
ア
ズ

ハ
ル
大
学
で
イ
ス
ラ
ー

ム
を
学
び
、
メ
ッ
カ
巡
礼
を
果
た
し
て
、
ト
ル
コ
な
ど
を
遊
歴
し
、

一
九
二
四

年
に

(中
国
大
陸

へ
)
帰
国
し
て
い
る
。
ま
た
、
台
北
新
生
モ
ス
ク
で
長
く
ア

ホ
ン
を
勤
め
て
い
た
定
忠
明
ア
ホ
ン
も
、

エ
ジ
プ
下

・
ア
ズ

ハ
ル
大
学
の
卒
業

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
馬
吉
祥
ア
ホ
ン
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
生
ま
れ
育

っ
た
華

僑
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
.国
民
党
政
府
の
遷
台
以
前
に
教
育
を
受
け
た

世
代
で
あ
り
、
帰
国
後
中
国

・
台
湾
の
回
族

・
回
民
社
会
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
。
例
え
ば
、
第

一
代
目
の
王
静
斎
ア
ホ
ン
は
、

エ
ジ
プ
ト
留
学
中
に

「近
代
イ
ス
ラ
ー
ム
改
革
思
想
」
[大
塚

二
〇
〇
〇
]の
影
響
を
受
け
、
帰
国
後
イ

フ
ワ
ー
二
派
の
宗
教
改
革
運
動
に
身
を
投
じ
て
い
る
。

現
在
台
湾

の
各
モ
ス
ク
で
ア
ホ
ン
職
に
つ
い
て
い
る
ム
ス
リ
ム
は
、
全
員
が

光
復
後
に
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
を
受
け
た
世
代
で
あ
る
。
現
在
台
湾
に
は
、
イ
ス

ラ
ー
ム
教
の
宗
教
指
導
者
を
養
成
す
る
機
関
は
存
在
し
て
い
な
い

(後
述
す
る

よ
う
に
、
小
中
学
生
向
け
の
、
土
曜
日

・
日
曜
日
の
イ
ス
ラ
L
ム
教
育
は
行
わ

れ
て
い
る
)
ρ、)。
宗
教
指
導
者
養
成

の
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、

台
湾
回
民
社
会
に
お
け
る
ア
ホ
ン
の
養
成
は
、
必
然
的
に
海
外
の
教
育
機
関
に

頼
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
.現
在
台
湾
の
各
モ
ス
ク
で
ア
ホ
ン
職
を
担

っ
て

い
る
ム
ス
リ
ム
は
、
全
員
が
台
湾
以
外
の
国
で
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
を
受
げ
て
い

52



る
。
そ
の
内
訳
は
、
台
北
新
生
モ
ス
ク
の
馬
ア
ホ
ン
が
台
湾
高
雄
市
に
生
ま
れ

て
、
リ
ビ
ア
で
学
ん
で
い
る
。
同
様
に
台
北
新
生
モ
ス
ク
の
王
ア
ホ
ン
は
タ
イ

で
生
ま
れ
、て
リ
ビ

ア
で
イ
ス
ラ
ー

ム
を
学
ん
.で
い
る
。

一
方
、
台
北
文
化
モ
ス

ク
の
蕭

ア
ホ
ン
は
、
台
北
で
生
ま

れ
南

ア
フ
リ
カ
で
教
育
を
受
け
て
い
る
。

中
壥

モ
ス
ク
の
柳
ア
ホ
ン
と
台
中

モ
ス
ク
の
閃
ア
ホ
ン
は
、
と
も
に
ビ
ル
マ
生

ま
れ
で
、
エ
ジ
プ
ト

・
ア
ズ

ハ
ル
大
学
を
卒
業
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
雄
モ
ス

ク
の
陳
ア
ホ
ン
は
、
ビ

ル
マ
生
ま
れ
で
、
ビ
ル
マ
国
内

の
イ
ス
ラ
ー
ム
大
学
を

卒
業
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
全
て
の
ア
ホ
ン
が
台
湾
外

で
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
を

受
け
て
い
る
と
と
も
に
、
台
北
新
生
モ
ス
ク
の
馬
ア
ホ
ン
ど
文
化
モ
ス
ク
の
蕭

ア
ホ
ン
以
外
は
、・
皆
台
湾
以
外
の
出
身
と

い
う
こ
と
で
あ
る
(,v。

こ
こ
で
は
、
台
北
新
生
モ
ス
ク
の
馬
ア
ホ
ン
の
生

い
立
ち
を
見
て
み
よ
う
。

馬
ア
ホ
ン
は
、
高
雄
市
に
生
ま
れ

て
い
る
。

一
九
七
七
年
に
高
校
を
中
途
退
学

し
て
、
リ
ビ
ア
へ
留
学
し
て
い
る
。

一
九
七
〇
年
代
の
台
湾
は
、
リ
ビ
ア
の
ガ

タ
フ
ィ
i
政
権
を
支
持
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
両
国
間
の
医
療

・
教
育
等
の
協

力
関
係
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
そ

の

一
環
と
し
て
、

一
九
七
六
年
か
ら

一
九
七

九
年
の
間
、
台
湾

の
学
生
を
、
毎
年
五
人
ず

つ
リ
ビ
ア
に
留
学
さ
せ
る
奨
学
金

制
度
が
存
在
し
て
い
た
。
馬
ア
ホ

ン
は
そ
の
制
度
を
利
用
し
て
、

一
七
歳
で
リ

ビ
ア
の
高
等
学
校

へ
留
学
し
、
十
年
間
の
留
学
期
間
を
経
て
、
二
入
歳
で
リ
ビ

ア
の
大
学
を
卒
業
し
て
台
湾

へ
と
帰
国
し
て
い
る
。
帰
国
後
、

一
時
期
台
北
市

内
の
貿
易
会
社
で
働

い
て
い
た
が
、
そ
れ
と
前
後
し
て
モ
ス
ク
に
呼
ば
れ
て
台

北
新
生
モ
ス
ク
で
事
務

の
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
後
、

一
度
モ
ス
ク

関
係
の
仕
事
を
離
れ
た
が
、
後
に
再
び
モ
ス
ク
内
で
勤
務
す
る
よ
う
に
な
り
、

前
任
の
ア
ホ
ン
が
中
華
民
国
台
湾

の
外
交
部

.(外
務
省
)
へ
帰
任
す
る
の
を
受

け
て
豊
、
台
北
新
生
モ
ス
ク
の
ア
ホ
ン
と
し
て
就
任
し
た
。

11
1
3

一
般
信
徒
の
移
動

開
巡
礼
経
験

次
に
、

一
般
回
民
の
移
動
の
体
験
と
し
て
、
メ
ッ
カ

へ
の
巡
礼
体
験
を
紹
介

す
る
。
メ
ッ
カ

へ
巡
礼
に
行
く
に
は
、
長
期
憫
の
休
み
が
必
要
で
あ
り
、

一
般

の
会
社
で
働
い
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
は
、
そ
う
し
た
長
期
の
休
暇
が
取
れ

な

い
こ
と
か
ら
、
メ
ッ
カ
へ
の
巡
礼
者
が
減
少
気
味
で
あ
る
と
聞

い
た
。
し
か

し
、
台
湾
で
は
毎
年

=
疋
人
数
枠
内
で
、
政
府
が
メ
ッ
カ
巡
礼
の
費
用
を
援
助

し
て
お
り
、
私
費
で
の
巡
礼
者
を
含
め
る
と
毎
年
二
〇
～
三
〇
人
の
巡
礼
者
が

い
る
。
以
下
、
龍
岡
モ
ス
ク
で
ア
ラ
ビ
ア
語
を
教
え
て
い
る
、
馬
恵
芬
女
史
の

巡
礼
体
験
に
つ
い
て
、
彼
女
が
ア
ラ
ビ
ア
語
教
育
と
の
関
係
で
語

っ
た
部
分
を

記
す
。
馬
恵
芬
女
史
は
専
業
主
婦
で
あ
る
が
、
'中
櫪

龍
岡
モ
ス
ク
の
柳
ア
ホ
ン

と
共
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

「ア
ラ
ビ
ア
語
(9)」
を
教
え
て
い
る
。
台
湾
に
は
宗

教
指
導
者
を
育
て
る
経
堂
教
育
の
シ
ス
テ
ム
は
存
在
し
な
い
が
(り
)、
各
モ
ス
ク

で
は
小
学
生
や
中
学
生
を
対
象
に
、
土
曜
日
、
日
曜
日
に
ア
ラ
ビ
ア
語
教
室
を

開

い
て
い
る
。
.各

モ
ス
ク
の
ア
ホ
ン
を
中
心
に
、
馬
女
史
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
、
子
ど
も
た
ち
に
ア
ラ
ビ
ア
語
を
教
え
て
い
る
。
熱
心
な
ム
ス
リ
ム
の

親
が
、
土
日
に
子
ど
も
た
ち
に
モ
ス
ク
で
ア
ラ
ビ
ア
語
を
学
ば
せ
て
い
る
。

.さ
て
、
馬
女
史
は
ビ
ル
マ
か
ら
十
五
年
前
に
台
湾

へ
移
住
し
て
き
た
、
ビ
ル

マ
華
僑
ム
ス
リ
ム
の

一
人
で
あ
る
。
ビ
ル
マ
に
在
住
し
て
い
た
と
き
に
は
、

コ

ー
ラ
ン
ど
こ
ろ
か
普
通
の
本
さ
え
手
に
入
ら
な
い
状
態
で
、
ア
ラ
ビ
ア
語
も
全

く
読
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
メ
ッ
カ
巡
礼
を
き

っ
か
け
に
、
五
'

○
歳
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
語
を
学
習
し
始
め
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
で
は
龍
岡
モ
ス
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ク
で
コ
ー
ラ
ン
の
ア
ラ
ビ
ア
語
を
教
え
て
い
る
。
馬
女
史
は
、
、以
前
メ
ッ
カ
巡

礼
を
果
た
し
た
際
、
各
国
か
ら
巡
礼
し
て
い
る
多
く
の
ム
ス
リ
ム
た
ち
が
、
カ

ー
バ
神
殿
の
横
に
置

い
て
あ
る
コ
ー
ラ
ン
を
、
す
ら
す
ら
読
ん
で
い
る
の
を
見

て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
と
し
て
の
自
分
を
恥
ず
か
し
く
思

っ
た
。
・そ
し
て
、
巡

礼
か
ら
帰
国
後
、
意
を
決
し
て
、
当
時
龍
岡
モ
ス
ク
で
行
わ
れ
て
い
た
子
供
向

け
の
ア
ラ
ビ
ア
語
教
室

へ
通
う
よ
う
に
な
る
。
当
時
龍
岡
モ
ス
ク
で
行
わ
れ
て

い
た
の
は
、
年
配
の
ア
ホ
ン
に
よ

る
中
国
式

の
ア
ラ
ビ
ア
語
教
育
で
あ

っ
た
。

中
国
式
.の
ア
ラ
ビ
ア
語
教
育
で
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
に
中
国
語

(漢
字
)
で
読
み

方
が
記
し
て
あ
り
、
中
国
語
の
発
音
体
系
を
用
い
て
、
儀
礼
の
際
に
唱
え
る
文

句
を
覚
え
る
ど

い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
よ

っ
て
、

一
旦
漢
字
に
よ
る
読
み
方
表

記
を
取
り
払

っ
て
し
ま
う
と
、
ア
ラ
ビ
ア
文
字
は
読
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
馬
女
史
が
こ
の
教
室
に
通
い
始
め
て
か
ら
数

ヵ
月
後
に
、
エ
ジ
プ

ト

・
ア
ズ

ハ
ル
大
学
で
学
ん
だ
柳
ア
ホ
ン
が
龍
岡
モ
ス
ク
に
着
任
し
た
。
柳
ア

ホ
ン
は
、
そ
れ
ま
で
の
中
国
式

ア
ラ
ビ
ア
語
教
育
を
改
め
て
、
ア
ラ
ビ
ア
文
字

を
そ
の
ま
ま
読
む
よ
う
に
指
導
し
た
コ
馬
女
史
は
、
数
ヶ
月
で
そ
れ
ま
で
の
中

国
式
の
ア
ラ
ビ
ア
語
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
更
に
エ
ジ
プ
ト
で
教
育

を
受
け
、
正
確
な
発
音
で
ア
ラ
ビ

ア
語
を
操
る
柳
ア
ホ
ン
に
ア
ラ
ビ
ア
語
を
習

う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
、
運
が
よ
か

っ
た
と
話
し
て
い
た
。
ま
た
、
柳
ア
ホ

ン
の
お
か
げ
で
、
自
分
の
ア
ラ
ビ

ア
語
が

「正
統
な
」
ア
ラ
ビ
ア
語
に
な

っ
て

い
る
こ
と
を
自
負
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
メ
ッ
カ
巡
礼
ど
い
う
移
動
の
経
験
に
よ

っ
て
、
馬
女
史
は
イ
ス
ラ

ー
ム
教
徒
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
固
な
も
の
に
し
、
コ
ー
ラ
ン
や

ア
ラ
ビ
ア
語
の
学
習
に
熱
心
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
る
。
同
時
に
、
留
学
と

い

う
移
動
経
験
を
持

つ
柳
ア
ホ
ン
に
つ
い
て

「正
統
な
」
ア
ラ
ビ
ア
語
を
学
ぶ
こ

と
が
、
そ
れ
ま
で
の

「中
国
式
」
の
ア
ラ
ビ
ア
語
教
育
走
比
較
し
て
、
真
正
な

イ
ス
ラ
ー
ム
に
よ
り
近
づ
く
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。

以
上
第
二
節
で
は
、
台
湾
回
民
に
と

っ
て
移
住

・
移
動
経
験
が
回
民
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

川

台
湾
回
民
社
会
に
お
け
る
聖
紀
祭
礼
の
現
在
と
変
容

次
に
、
台
湾
ム
ス
リ
ム
社
会
に
お
け
る
聖
紀
の
変
遷
と
現
在
の
状
況
を
分
析

す
る
。
聖
紀
は
イ
ス
ラ
」コ
ム
で
は
普
通
、
マ
ウ
リ
ド
ーー
ア
ル
踊
ナ
ビ
ー
と
呼
ば

れ
て
い
る
祭
礼

で
あ
る
。
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
生
誕
を
記
念
す
る
も

の
で
、

一
般
に
ゼ
ジ
ユ
ラ
暦
三
月
十
二
日
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
「断
食
明
け
の
祭

り
」
と

「犠
牲
祭
」
が
、
シ
ャ
リ
ー
ヤ

(イ
ス
ラ
ー
ム
法
)
で
定
め
ら
れ
、
イ

ス
ラ
ー
ム
世
界
で

一
律
に
祝
わ
れ
る
正
統
的
な
行
事
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

マ

ウ
リ
ド
は
シ
ャ
リ
ー
ヤ
に
根
拠
が
な
い
。
ま
た

マ
ウ
リ
ド
は
、
シ
ー
ア
派
の
フ

ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
に
始
ま
る
、
祝
祭
色
の
濃
い
行
事
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
大
塚
和
夫
に
よ
れ
ば
、
よ
り

「律
法
主
義
的
」
な

「近
代
」
イ
ス
ラ
ー

ム
が
、
祝
祭
的
な
雰
囲
気
を
も

つ
マ
ウ
リ
ド
を
忌
避
す
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う

[大
塚

二
〇
〇
〇
]。

中
国
回
族
社
会
で
は
、
聖
紀

(
マ
ウ
リ
ド
脯
ア
ル
時
ナ
ビ
i
)
は
、
開
齊
節

(断
食
明
け
の
祭
り
)、
古
爾
邦
節

〔、
〉
(犠
牲
祭
)
に
続
く
、
三
大
祭
礼
の

一
ウ

と
さ
れ
て
い
る
[西
澤
治
彦

二
〇
〇

=

二
六
七
]。

一
方
佐

口
透
は
、

一
九
三



○
年
代

に
ワ
ッ
ハ
ー
ブ
主
義
の
影
響
を
受
け
た
王
静
齊
ア
ホ
ン
の

「新
新
派

(イ
フ
ワ
ー
二
派
)」
が
、
聖
紀

(
マ
ウ
リ
ド
)
と

フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
節
の
両
行
事

を
イ
ス
ラ
ー
ム
の
正
統
行
事
で
は
な

い
と
し
て
排
撃
し
た
と
記
し
て
い
る
。
フ

ァ
ー
テ
ィ
マ
節
と
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド
の
4
女
で
、
第
4
代
カ
リ
フ
で
あ

っ
た
ア

リ
ー
の
妻
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
の
逝
去

日
を
記
念
す
る
肝
で
、
中
国
回
族
婦
女
の
間

で
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
る
[佐
口

一
九
九
五

二
一一
一
四
⊥
一二

五
]。

以
下
、
ピ

ル
ズ
ベ
リ
ー

の
博
士
論
文
、
『中
国
回
教
』

(台
湾
の
イ
ス
ラ
ー
ム

教
組
織
で
あ
る
中
国
回
教
協
会
の
機
関
紙
)
及
び
二
〇
〇
〇
年
-二
〇
〇

一
年
間

の
筆
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
も
と
つ

い
て
、
台
湾
回
民
お
け
る
聖
紀
の
変

容
を
分
析
す
る
。
た
だ
し
、
現
在

の
と
こ
ろ

一
九
七
〇
年
以
前
の
資
料
が
な
い

た
め
、
分
析
対
象
は
一⑩
お
年
の
ピ

ル
ズ
ベ
リ
ー
の
博
士
論
文
を
起
点
と
す
る
。

田
1
1

二
〇
〇
〇
年
及
び
一一〇
〇

一
年
の
台
北
新
生
モ
ス
ク
に
お
け
る
聖
紀

筆
者
は
台
北
に
滞
在
中
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
及
び
二
〇
〇

一
年
六
月
の
二
何
、

台
北
新
生
モ
ス
ク
の
聖
紀
に
参
加

し
た
。
二
〇
〇

一
,年
六
月
の
聖
紀
は
午
前
十

時
か
ら
始
ま

っ
た
。
十
時
過
ぎ
に
筆
者
が
モ
ス
ク
に
到
着
し
た
時
に
は
、
参
加

者
は
礼
拝
を
行
う
大
殿
で
は
な
く
、
講
堂
に
集
ま

っ
て
お
り
、
中
国
回
教
協
会

の
丁
董
事
長
の
講
演
を
聞
い
て
い
た
。
参
加
者
は
、
講
堂
の
正
面
に
向
か

っ
て

男
性
が
左
側
に
、
女
性
が
右
側
に
座

っ
て
い
た
。
丁
董
事
長
の
公
演
内
容
は
、

イ
ス
ラ
ー
ム
や
ム
ス
リ
ム
の
生
活
と
は
直
接
関
係
が
な
く
、
企
業
経
営
の
ノ
ウ

ハ
ウ
と
い
っ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
丁
董
事
長
の
講
演
が
十
時
四
五
分
頃
ま
で
つ

づ
き
、
そ
の
後
大
殿
に
移
動
し
、
十

一
時
か
ら
ア
ホ
ン
の
説
教
が
始
ま

っ
た
。

説
教
は
台
北
新
生
モ
ス
ク
の
馬
ア
ホ
ン
と
王
ア
ホ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
龍
岡
モ

ス
ク
か
ら
柳
ア
ホ
ン
も
参
加
し
て
お
り
、,柳

ア
ホ
ン
も
説
教
を
行

っ
た
。
説
教

内
容
は
ム
ハ
ン
マ
ド
の
事
跡
等
に
関
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
十
二
時
過
ぎ
に
説

教
が
終
了
し
、
礼
拝
が
行
わ
れ
た
。
礼
拝
は
イ
ー
ド
の
場
合
と
異
な
り
2
、
普

段
通
り
の
形
式
の
礼
拝

(ズ
ー
ル
)
」で
あ
り
、
礼
拝
時
間
も
平
時
の
礼
拝
時
間

で
あ

っ
た
。
礼
拝
中
に
気
づ
く
の
は
、
こ
の
日
の
聖
紀
が
参
加
者
に
便
利
な
よ

う
に
、
特
に
日
曜
日
に
行
わ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
参
加
者
が
か
な
り
少

な
い
こ
と
で
あ
る
。
特
に
外
国
人
ム
ス
リ
ム

(非
中
国
系

ム
ス
リ
ム
)
の
参
加

者
が
少
な
い
。
礼
拝
が
終
了
す
る
と
男
女
と
も
に
講
堂

へ
戻
り
、
あ
ら
か
じ
め

準
備
さ
れ
て
い
た
食
事
を
各
自
の
皿
に
盛
り
宀
講
堂
内
の
テ
ー
ブ
ル
に
っ
い
て

共
食
し
た
。
食
事
が
済
む
と
、
各
自
三
々
五
々
席
を
立
ち
、
家
路
に
つ
い
た
。

」こ
の
日
の
聖
紀
は
、
基
本
的
に
こ
れ
で
終
了
で
あ
る
。

幽
・

.こ
の
日
に
行
わ
れ
た
聖
紀
の
特
徴
は
、
次

の
点
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

一
つ
目

に
は
、
こ
の
日
の
聖
紀
に
参
加
し
た
ム
ス
リ
ム
が
、

一
部
を
除
い
て
全
て
中
国

系
の
ム
ス
リ
ム
で
、
外
国
人
ム
ス
リ
ム
が
極
め
て
少
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
断
食
開
け
の
祭
り
と
犠
牲
祭
と
い
う
両
イ
ー
ド
、
そ
れ
に
普
段
の
金
曜

礼
拝
も
含
め
て
、
参
加
者
の
半
分
以
上
が
台
湾
に
居
住
し
て
い
る
外
国
人
ム
ス

リ
ム
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
日
の
聖
紀
に
参
加
し
た
外
国
人
ム
ス
リ
ム
は
.

数
え
る
ほ
ど
で
あ

っ
た
。
つ
ま
り
、
基
本
的
に
回
民
が
共
有
す
る
祭
礼
と
い
う

こ
と
が
い
え
る
。
二
つ
目
に
、
金
曜
礼
拝
や
イ
ー
ド
に
は
毎
回
必
ず
参
加
し
て

い
る
敬
虔
な
ム
ス
リ
ム
の
何
人
か
が
、
こ
の
日
は
参
加
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と

で
あ
る
。

マ
ウ
リ
ド

(聖
紀
Y
に
つ
い
て
は
、
ム
ス
リ
ム
の
間
で
も
そ
の
遂
行

・
に
反
対
し
て
い
る
人
も
お
り
、
敬
虔
な
ム
ス
リ
ム
の
不
参
加
は
、
そ
う
し
た
状

況
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
三
つ
目
と
し
て
、
聖
紀
が
中
国
回
族

・

移民と文化変容:台 湾回民社会における聖紀祭礼の変遷と回民アイデンティティ55



回
民
の
三
大
祭
礼
で
あ
る
、
と
い
う
し
ば
し
ば
な
さ
れ
て
い
る
報
告
に
対
し
て
、

.
こ
の
日
の
聖
紀
が
非
常
に
シ
ン
プ

ル
な
も
の
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
・

講
演
と
説
教
が
こ
の
日
の
聖
紀
の
中
心
内
容
で
、
礼
拝
形
式
も
普
段
と
変
わ
ら

ず
、
宗
教
儀
礼
上
普
段
の
礼
拝
か
ら
聖
紀
を
差
異
化
す
る
装
置
は
見
当
た
ら
な

か

っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
聖
紀

が
儀
礼
上
普
段
の
礼
拝
と
同

一
視
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

、
川
1
2

聖
紀
の
歴
史
的
変
遷

一
九
七
〇
年
代
以
降
、
聖
紀
は
必
ず
し
も
毎
年
行
わ
れ
て
は
い
な
い
。
ピ
ル

ズ

ベ
リ
ー
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行

っ
た

一
九
七
〇
年

-
一
九
七
二
年
当
時
、

台
北
新
生
モ
ス
ク
で
は
聖
紀
は
行

わ
れ
て
い
な
か

っ
た
っ

一
九
七
〇
年
代
後
半

に
な
り
、
新
生
モ
ス
ク
で
も
聖
紀

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
に
至

っ
て

い
る
。
以
下
で
は
、

一
九
七
〇
年
以
降
台
湾
回
民
社
会
に
お
い
て
、
聖
紀
が
問

題
ど
な

っ
た
場
面
を
、
ピ
ル
ズ
ベ
リ
ー
の
博
士
論
文
及
び

『中
国
回
教
』
か
ら

拾
い
上
げ
た
い
。

事
例
1

一
九
七
〇
年
前
半
の
ピ

ル
ズ
ベ
リ
ー
の
民
族
誌
に
お
け
る
記
述

上
掲

の
ピ

ル
ズ

ベ
リ
ー
の
博
士
論
文
に
よ
る
と
、

一
九
七
〇
年
当
時
、
台
北

に
二
つ
あ
る
モ
ス
ク
の
う
ち
、
台
北
文
化
モ
ス
ク
で
は
聖
紀
が
行
わ
れ
て
お
り
、

一
方
の
台
北
新
生
モ
ス
ク
で
は
、
当
時
の
ア
ホ
ン
.が
聖
紀
に
反
対
す
る
見
解
を

述
べ
て
い
た
。
ピ

ル
ズ
ベ
リ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
ス
ク
の
立
場
を
記
述
し
な
が

ら
、
両
者
を
台
湾
回
民
社
会
に
お
け
る
対
立
構
造
と
し
て
分
析
し
、
両
モ
ス
ク

の
聖
紀
に
対
す
る
態
度
の
違

い
を
際
立
た
せ
た
。
彼
女

の
記
述
に
よ
れ
ば
、
中

国
回
族

・
回
民
の
伝
統
的
習
慣
で
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド
の
生
誕
を
祝
う

の
に
対
し

て
、
台
北
新
生
モ
ス
ク
で
は
聖
紀
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ピ

ル
ズ

ベ
ゾ
ー

は
新
生
モ
ス
ク
に
お
い
て
聖
紀
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
理
由
を
、
「新
教
の
議

論
及
び
新
生
モ
ス
ク
グ
ル
ー
プ
の
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
聖
誕
祭
は
漢
人
が
聖

人

(の9
5
け)
を
祝
う
の
に
よ
く
似
て
お
り
(
回
民
が
ム
ハ
ン
マ
ド
を
聖
人
と
し

て
崇
拝
し
て
い
る
と
誤
解
さ
れ
か
ね
な
い
」
[]m)一目
鮎
り¢
吋く
一㊤
刈ω
"
一刈㊤
]と
い
う
当

時
の
ア
ホ
ン
の
言
を
引
用
し
て
説
明
し
て
い
る
。

ピ
ル
ズ
ベ
リ
ー
か
ら
の
引
用
に
あ
る

「新
教
」
と
は
、
中
国
で
イ
フ
ワ
ー

二

派

(伊
赫
瓦
尼
派
)
と
呼
ば
れ
て
い
る
ス
ン
ニ
派
の

一
派
の
こ
と
で
、
新
新
教

と
も
呼
ば
れ
る
。
先
の
佐
口
か
ら
の
引
用
に
あ
る
よ
う
に
、
イ
フ
ワ
ー
二
派
は

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
ワ
ッ
ハ
ー
ブ
主
義
の
影
響
を
強
く
受
け
て
お
り
、
聖
紀
に

つ
い
て
は
ム
ハ
ン
マ
ド
の
個
人
崇
拝
に
つ
な
が
る
と
の
理
由
で
、
行

っ
て
い
な

い
。

一
九
七
〇
年
前
後
の
台
北
新
生
モ
ス
ク
で
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
生
ま

れ
育

っ
た
中
国
人
ム
ス
リ
ム
が
、
ア
ホ
ン
の
職
に
つ
い
て
お
り
、
そ
の
た
め
聖

紀
は
行
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

事
例
2

㎝
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
八
○
年
代
、
定
忠
明
ア
ホ
ン
の
時
期

台
湾
ム
ス
リ
ム
の
問
で
の
分
裂
傾
向
を
示
そ
う
と
す
る
ピ
ル
ズ
ベ
リ
ー
に
と

っ
て
、

一
九
七
〇
年
時
点
で
の
聖
紀
を
め
ぐ
る
見
解
の
違

い
は
、
新
生
モ
ス
ク

と
文
化
モ
ス
ク
、
新
教
と
老
教
(B)と
を
分
か
つ
重
要
な
要
素
の

一
つ
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
彼
女
が
調
査
を
終
え
た

一
九
七
二
年
か
ら
わ
ず
か
四
年
後
、

一
九
七
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'

六
年
三
月
十
四
日
に
は
、
聖
紀
の
開
催
に
難
色
を
示
し
て
い
た
新
生
モ
ス
ク
も
、

大

々
的
に
聖
紀
を
行
う
よ
う
に
な

る
(、
v。

一
九
七
六
年
の

『中
国
回
教
』
に
は

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
云
口
北
モ
ス
ク
は
、
本
年
初
め
て
聖
人

(ム
ハ
ン

マ
ド
)
の
生
誕
を
祝

い
、
中
華
民
国
内
外
の
ム
ス
リ
ム
同
胞
約
三
〇
〇
人
が
集

ま
り
、
さ
ら
に
政
治
大
学

(隠〉
の
ア
ラ
ビ
ア
語
学
科
三
、
四
年

の
学
生
数
十
人
が

参
加
し
、
こ
れ
を
機
会
に
イ
ス
ラ
ー
ム
教
文
化
に
対
す
る

一
層
の
理
解
を
深
め

た
。」
「本
日
台
湾
台
北
市
で
聖
人

(ム
ハ
ン
マ
ド
)
の
生
誕
を
初
勘
て
記
念
す

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
光
栄
な

こ
と
で
す
。
こ
の
記
念
日
は
全
世
界
で
盛
大

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
日
日
曜

日
を
選
ん
だ
の
は
、
み
ん
な
が
参
加
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
で
す
」
[中
国
回
教

一㊤
刈◎
乞
ρ
一爵
-ω
し
㊤]

ま
た
、
聖
紀
が
新
生
モ
ス
ク
で
初

め
て
行
わ
れ
た
年
の
三
年
後
、

一
九
七
九

年
に
は
聖
紀
の
み
で
は
な
く
、
同
時
に
聖
眷

(預
言
者

ム
ハ
ン
マ
ド
の
家
族
)

を
記
念
す
る
祭
礼
も
行
わ
れ
て
い
る
。
「台
北
の
ム
ス
リ
ム
同
胞
は
、
本
年

(
一

九
七
九
年
)
二
月
二
五
日
午
後
四
時

か
ら
、
新
生
南
路
の
モ
ス
ク
に
て
、
聖
人

ム
ハ
ン
マ
ド
の
生
誕
と
聖
眷
を
記
念
す
る
儀
式
を
初
め
て
合
同
で
行

っ
た
」
[中

国
回
教

お
刈
P

2
0
・ミ
ρ

零
]。
当
日
の
マ
ウ
リ
ド
は
記
念
式
を
二
部
に
分
け
、

ま
ず
午
後
四
時
か
ら
聖
紀
を
行

い
、
そ
の
後
夕
食
を
済
ま
せ
て
か
ら
、
聖
眷
を

記
念
す
る
行
事
を
行

っ
た
。
聖
紀
と
同
時
に
、
聖
眷
を
記
念
す
る
行
事
を
行

ナ

こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
ア
ホ
ン
で
あ
る
定
中
明
氏
の
次

の
よ
う
な

発
言
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
以

前

、

私

た

ち

は

大

陸

.で
毎

年

聖

女

『
フ

ァ
ー

テ

ィ

マ
』

を

記
念

す

る

祭

り

を

行

っ
て
き

ま

し

た

が

、
.…

…

そ

れ

は

(
フ

ァ
ー

テ

ィ

マ
節

が

中

国

で

丶

行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
)
元
朝
の
時
代
に
、
大
量
の
色
目
人
が
中
国

に
居
住
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ペ
ル
シ
ア
か
ら
来

た
人
々
だ

っ
た
か
ら
で
す
。
ペ
ル
シ
ア
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
シ
ー
ア
派
と
関

係
が
あ
り
、
ア
リ
ー
を
擁
護
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ア
リ
ー
の
夫
人
フ
ァ

ー
テ
ィ
マ
は
聖
女
で
す

の
で
、
シ
ー
ア
派
で
は
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
を
特
に
尊
重

し
ま
す
。
よ

っ
て
、
『
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
」
の
記
念
日
が
で
き
た
わ
け
で
す
。
…

…
こ
の
過
去
の
誤
り
を
正
す
た
め
、
『
フ
ァ
ー
テ
イ
マ
』
の
記
念
日
を

『聖
眷

(預
言
者
の
家
族
ご

の
記
念
日
へ
と
拡
大
し
ま
し
ょ
う
。
よ

っ
て
、
そ
の
中

に
は
も
ち
ろ
ん
.
『
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
』
自
身
も
含
ま
れ
ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と

で
、
史
実
も
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
合
理
的
で
、
公
平
で
も
あ
り
ま

す
」
[中
国
回
教

一⑩刈
P
髦
9
一刈
ρ
紹
]。

上
記
引
用
文
中
に
見
ら
れ
る

「過
去
の
誤
り
」
と
は
、
ス
ン
ナ
派
で
あ
る
は

ず
の
中
国

(台
湾
)
ム
ス
リ
ム
が
、
歴
史
的
な
制
約
の
中
で
、
シ
ー
ア
派
の
遺

風
で
あ
り
、
ス
ン
ナ
派
か
ら
見
れ
ば
異
端
で
あ
る
あ
ず
の

「
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
節
」

を
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

翌
年

一
九
八
○
年
の

『中
国
回
教
』
に
も
ム
ハ
ン
マ
ド
を
記
念
す
る
聖
紀
と

預
言
者
の
家
族
を
記
念
す
る
行
事
が
同
時
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。

一
方
で
、
「フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
」
を
記
念
す
る

「
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
節
」
に
つ
い

て
は
、
「以
前
大
陸
に
お
い
て
は
、
女
性
の
同
胞
が
毎
年

『法
統
黙

(フ
ァ
ー
テ

ィ
マ
ご

を
記
念
す
る
会
を
行

っ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
シ
ー
ア
派
の
遺

風
で
あ
る

(括
弧
内
筆
者
)」
[中
国
回
教

一〇◎。ρ
、匿
o
・一譯
℃
ω
O
]と
し
て
、
「
フ
ァ

ー
テ
ィ
マ
鯢些

の
挙
行
を
批
判
し
て
い
る
。
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'

,

つ
ま
り
、
中
国
大
陸
で
行
わ
れ

て
き
た

フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
節
を
非
ス
ン
ナ
派
"

シ
ー
ア
派
的
祭
礼
と
し
て
排
除
す

る
こ
と
で
、
正
統
ス
ン
ナ
派
で
あ
る
台
湾
回

民
社
会
に
お
い
て
聖
紀
を
行
う
正
当
性
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、

聖
眷
を
記
念
す
る
行
事
を
設
け
て
、
排
除
し
た

フ
ァ
ー
テ
イ
マ
節
を
そ
の
中
に

・包
含
す
る
こ
と
で
、
中
国
的
伝
統

に
も
配
慮
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
「聖
眷
」

を
記
念
す
る
行
事
は
今
日
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

事
例
3

中
櫪
龍
岡
清
真
寺
の
聖
紀
と
参
加
者
の
評
価

台
湾
桃
園
県
中

櫪
市
に
は
、
雲
南
系
の
タ
イ

・
ビ
ル
マ
華
僑
が
集
住
し
て
い

る
地
区
が
あ
る
。、
特
に
、
忠
貞
新
村
と
呼
ば
れ
る
地
区
は
、
雲
南
系
タ
イ

・
ビ

ル
マ
華
僑
が
居
住
者
の
多
く
を
占
め
て
お
り
、
雲
南
料
理
店
や
ビ
ル
マ

・
タ
イ

料
理
店
な
ど
が
散
見
さ
れ
る
。
龍
岡
モ
ス
ク
は
こ
の
忠
貞
新
村
に
位
置
し
て
お

り
、
龍
岡
モ
ス
ク
を
普
段
利
用
し

て
い
る
ム
ス
リ
ム
の
九
〇
%
以
上
が
雲
南
系

の
タ
イ

・
ゼ
ル
マ
華
僑
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
。

一
九
七
七
年
に
は
、
主
に
台
北
市
に
居
住
し
て
い
る
ム
ス
リ
ム
た
ち
が
、
大

型
バ
ス
を
1
台
借
り
切

っ
て
、
龍
岡
モ
ス
ク
行
わ
れ
た
聖
紀
に
参
加
し
た
。
ビ

ル
マ
か
ら

「帰
国
」
し
た
華
僑
ム
ス
リ
ム
の

一
人
で
、
台
北
居
住
の
明
富
中
氏

は
、

一
九
七
七
年

の

『中
国
回
教
』
の
記
事
の
中
で
、
そ
の
と
き
の
様
子
を
、

次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。
ま
ず
、
バ
ス
で
龍
岡
モ
ス
ク
へ
と
向
か
う
様
子

を
指
し
て
、
明
氏
は

「こ
の
情
景
を
見
る
と
、
以
前
海
外

入
明
氏
の
故
郷
で
あ

る
ビ
ル
マ
)
で
聖
紀
を
行

っ
た
際

の
盛
況
を
思

い
出
す
」
と
記
述
し
て
い
る
。

ま
た
、
龍
岡
モ
ス
ク
に
到
着
し
た
時
に
受
け
た
印
象
を
、
次
の
よ
う
に
書
い
て

い
る
。
「こ
の
盛
況
を
見
る
と
、
…
ま
る
で
海
外

の
居
留
地
ー
ビ
ル
マ
ー
に
戻

っ

て
き
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
。」
[中
国
回
教

一雪
N
乞
o
・一①
◎
ω
己

・
タ
イ
華
僑
ム
ス
リ
ム
に
関
し
て
は
村
上
が
、
タ
イ
本
国
に
お
い
て
預
言
者
ム

ハ
ン
マ
ド
の
.マ
ウ
リ
ド
の
際
に
、
各
モ
ス
ク
で
日
程
を
調
整
し
て
相
互
に
モ
ス

ク
を
訪
問
し
あ

っ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ビ
ル
マ
側
の
華

僑
ム
ス
リ
ム
が
タ
イ
の
モ
ス
ク
で
行
わ
れ
る
マ
ウ
リ
ド
に
参
加
し
た
り
、
逆

に

タ
イ
側
の
華
僑
ム
ス
リ
ム
が
ビ
ル
マ
で
行
わ
れ
る
マ
ウ
リ
ド
に
参
加
し
た
り
し

て
い
る
と
し
て
い
る
[村
上

二
〇
〇
〇
]。
回
民
の
ほ
と
ん
ど
が
ビ
ル
マ
を
経
由

し
て
タ
イ
北
部

へ
移
住
し
て
お
り
、
タ
イ
と
ビ
ル
マ
の
国
境
線
を
跨
い
で
親
族

関
係
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
ビ

ル
マ
に
お
い
て
も
タ
イ
華
僑

ム
ス
リ
ム
同
様
、
華
僑
ム
ス
リ
ム
が

マ
ウ
リ
ド
の
開
催
日
を
相
互
に
ず
ら
し
、

各
モ
ス
ク
で
の
マ
ウ
リ
ド
に
相
互
に
訪
問
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
先

の
明
氏
の
記
述
は
、
こ
う
し
た
ビ
ル
マ
本
国
で
の
状
況
を
反
映
し
た
も

の
で
あ

ろ
う
。
明
氏
は
台
湾
で
の
聖
紀
を
、
ビ
ル
マ
で
の
聖
紀
の
様
子
と
重
ね
合
わ
せ

て
語
つ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。

剛
1
3

聖
紀

に
対
す
る
評
価
の
多
様
性

次
に
筆
者
が
行

っ
た
イ
ン
タ
ビ

ュ
ト
の
中
か
ら
、
聖
紀
に
対
す
る
評
価
を
紹

介
し
、
そ
の
多
様
性
を
示
し
た
い
。

事
例
4

王
立
志
氏
の
聖
紀
に
対
す
る
評
価

王
氏
は
、
筆
者
が
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
行

っ
た
時
点
で
八
○
歳
、
雲
南
省
出
身
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の
外
省
人

一
世
で
、
国
民
党
政
府
の
元
軍
人
で
あ

っ
た
。
故
郷
雲
南
省

へ
の
送

金
や
建
物
の
寄
贈
な
ど
を
し
て
お
り
、
自
ら
少
数
民
族
の
回
族
で
あ
る
と
称
し

て
も

い
る
。
彼
は
聖
紀
を
中
国
回
民
の
伝
統
的
祭
礼
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

海
外
の
ム
ス
リ
ム
社
会
に
は
、
聖
紀
を
行
わ
な
い
地
域
も
あ
る
と
の
認
識
を
持

っ
て
い
る
が
、
中
国
ム
ス
リ
ム
は
ず

っ
と
以
前
か
ら
聖
紀
を
行

っ
て
き
て
い
る

の
で
、
聖
紀
を
行
う
こ
と
に
問
題
は
な

い
と
主
張
し
て
い
る
。

一
方
、
フ
ァ
ー

テ
ィ

マ
節
仁
つ
い
て
は
、
中
国
で
は

聖
紀
の
次
の
日
に
行
わ
れ
て
い
た
と
記
憶

し
て
い
る
。
し
か
し
、
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
節
は
シ
ー
ア
派

の
祭
礼
で
あ
る
の
で
v

正
統
ス
ン
ナ
派
に
属
す
る
台
湾
ム
ス
リ
ム
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
行
う
べ
き
で
は

な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。

事
例
5

梁
真
光
氏
の
聖
紀
に
対
す
る
評
価

梁
氏
は
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
当
時
七
四
歳
で
、
河
南
省
籍
の
外
省
人

一
世
で
あ
る
。

中
国
回
教
協
会

の
董
事
長
を
し
て
い
た
。
彼
は
、
中
東
地
域
で
は
聖
紀
が
行
わ

れ
て
い
な

い
と

い
う
認
識
を
持

っ
て

い
る
。
梁
氏
は
台
湾
で
聖
紀
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

台
湾
に
お

い
て
聖
紀
は
行
わ
れ
て

い
た
時
も
あ
る
し
、
行
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
時
も
あ
る
。
'サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
か
ら
帰

っ
て
き
た
ば
か
り
の
イ

マ
ー
ム
は
、

聖
紀
を
行
お
う
と
し
な
か

っ
た
。
け
れ
ど
も
、
聖
紀
を
行

っ
て
み
る
と
、
ム
ス

リ
ム
同
胞
が
集
ま
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
悪

い
こ
と
で
は
な

い
と
思
う
よ
う

に
な

っ
た
。
台
湾
に
居
住
す
る
回
民
達
は
、
基
本
的
に
皆

「逃
難
者

(国
共
内

戦
の
戦
禍
を
逃
れ
て
台
湾

へ
移
住
し
て
き
た
人
た
ち
)」
で
あ
り
、
聖
紀
な
ど
の

行
事
を
利
用
し
て
、
集
ま
る
機
会
を
も
う
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
聖
紀

で
は
儀
礼
と
呼
べ
る
よ
う
な
も
の
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
、
聖
紀
を

行
う
主
要
な
理
由
は
、
皆
が
集
ま
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
だ
か
ら
だ
。

事
例
6

沈
台
福
氏
の
聖
紀
に
対
す
る
評
価
.

沈
氏
は
イ
ン
タ
ビ

ュ
i
当
時
50
歳
の
、
河
南
省
籍

の
外
省
人
二
世
で
あ
る
。

聖
紀
に
は
出
席
し
て
い
た
ゆ
し
か
し
、
私
が
聖
紀
の
変
遷
に
に
つ
い
て
質
問
し

た
際
、
聖
紀
は
人
間
ム
ハ
ン
マ
ド
を
神
格
化
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な

い
の
で
、
行
う
べ
き
で
は
な
い
と
の
認
識
を
示
し
た
。
も
し
ム
ハ
ン
マ
ド
が
ま

だ
生
き
て
い
た
ら
聖
紀
は
行
わ
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
現
在

で
も
聖
紀
を
行
う

の
は
ア
ジ
ア
だ
け
で
、
中
東

・
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域

で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と
私

に
語
っ
た
。

私
と
の
話
が

一
段
落
し
、
礼
拝

の
た
め
大
殿

へ
向
か
う
途
中
で
、
た
ま
た
ま

そ
の
日
モ
ス
ク
へ
来
て
い
た
ス
ー
ダ
ン
人
に
出
く
わ
し
た
。
そ
の
ス
ー
ダ
ン
人

」
は
そ
の
日
が
聖
紀
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
て
お
ら
ず
、
モ
ス
ク
の
様
子
が
普

段
の
日
曜
日
と
異
な

っ
て
.い
た
の
で
、
彼
は
沈
氏
に
そ
の
日
が
何
の
日
な
の
か

と
尋
ね
た
。
沈
氏
は
、
そ
の
日
が
聖
紀
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
た
後
で
、
私
に
語

っ
た
の
と
同
様
、
ム
ハ
ン
マ
ド
の
生
誕
や
死
去
を
記
念
す
る
聖
紀
は
、
本
来
は

行
う
べ
き
で
は
な
い
と
の
認
識
を
、
そ
の
ス
ー
ダ
ン
人
に
繰
り
返
し
述
べ
た
。

事
例
7

馬
孝
棋
ア
ホ
ン
の
聖
紀
に
対
す
る
評
価
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イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
当
時
41
歳
で
、
ア
ホ
ン
に
就
任
し
て
二
年
が
経
過
し
て
い
た
。

二
〇
〇

一
年
に
台
北
新
生
モ
ス
ク

の
聖
紀
を
行

っ
た
当
事
者
で
あ
る
が
、
彼
自

身
は
聖
紀
の
開
催
を
必
ず
し
も
支
持
し
て
い
な
い
。
外

国
人
ム
ス
リ
ム
の
参
加

者
が
極
め
て
少
な
か
っ
た
ご
と
に

つ
い
て
筆
者
が
質
問
を
す
る
と
、
聖
紀
を
行

う
の
は
中
国
回
民
だ
け
な
の
で
、
聖
紀

の
開
催
に
つ
い
て
は
、
あ
え
て
公
表
し

な
か

っ
た
と
答
え
て
い
る
。
聖
紀

の
開
催
に
つ
い
て
は
、

コ
ー
ラ
ン
に
も

ハ
デ

ィ
ー
ス
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
と

い
っ
て
、
行

っ
て
は

い
け
な
い
と
い

う
わ
け
で
は
な

い
と

い
う
見
解
を
示
し
た
。
ム
ハ
ン
マ
ド
を
偲
ぶ
こ
と
が
悪
い

わ
け
で
は
な

い
。
開
催
日
が
固
定

さ
れ
、
集
団
的
な
儀
礼
と
さ
れ
る
こ
と
が
問

題
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
開
催

日
を
聖
紀
と
さ
れ
て
い
る
三
月
十
二
日
か
ら

ず
ら
し
た
り
、
名
称
を

「聖
紀
」

か
ら

「聖
人
言
行
回
顧
会
」
に
変
え
た
り
し

た
。
さ
ら
に
、
以
前
は
聖
紀
で
の
礼
拝

の
際
に
ム
ハ
ン
マ
ド
を
讃
え
る

「讃
聖

詞
」
を
、
参
加
者
全
員
で
読
ん
で

い
た
が
、
そ
れ
も
取
り
や
め
た
。
聖
紀
は
こ

れ
ま
で
も
ず

っ
と
・行
わ
れ
て
き
て
お
り
、
急
に
取
り
や
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

徐
々
に
変
え
て
い
き
た
い
。

剛
ー
4

節
の
ま
と
め

以
上
事
例
1
～
7
を
踏
ま
え
る
と
、
台
湾
回
民
社
会

で
は
聖
紀

の
開
催
や
形

式

に
つ
い
て
、
移
民
や
移
動
の
過
程
を
背
景
と
し
た
差
異
が
存
在
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
結

論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
台
湾
回
民
社
会
に
お
い
て
は
、
移
動

や
移
住
の
経
験
が
聖
紀
を
行
う
上

で
の
、
評
価
や
形
式
上
の
差
異
を
生
み
出
し

て
お
り
、
そ
う
し
た
差
異
を
調
整
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
が
、
聖
紀

の

変
遷
に
投
影
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。

ま
ず
、
事
例

(1
)
か
ら
は
、
中
国
回
族

・
回
民
社
会
に
お
け
る
イ
フ
ワ
ー

二
派
的
イ
ス
ラ
ー
ム
と
老
教
的
イ
ス
ラ
ー
ム
と
を
軸
と
し
た
差
異
が
存
在
し
て

い
た
。
そ
れ
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
生
ま
れ
育

っ
た
ア
ホ
ン
の
、
移
民

・
移

動
経
験
が
密
接
に
関
係
し
て
い
惹
と

い
え
る
。

次
に
、
事
例

(2
)
及
び
事
例

(4
)
で
は
、
正
統
ス
ン
ナ
派
と
シ
ー
ア
派

と
の
差
異
が
軸
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
軸
を
踏
ま
え

て
、
中
国
回
民
の
伝
統
と

は
何
か
と
い
う
こ
と
が
、
問
題
と
な

っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
台
湾

へ
の
移
住
経

験
が
、
中
国
大
陸
と
の
イ
ス
ラ
ー
ム
の
実
践
に
お
け
る
差
異
を
生
み
出
し
て
い

る
こ
と
が
分
る
。

事
例

(3
)
で
は
、
ビ
ル
マ
か
ら
台
湾

へ
の
移
住
経
験
が
、
台
湾
に
お
け
る

聖
紀
と
重
ね
あ
わ
さ
れ
て
語
ら
れ
て
い
る
。

事
例

(5
)
は
、
中
国
大
陸
か
ら
台
湾

へ
の

「逃
難
」
、
そ
の
結
果
と
し
て
回

民
が
台
湾
社
会
に
お
い
て
分
散
し
て
し
ま

っ
て
い
る
こ
と
、
そ
う
し
た
分
散
し

た
回
民
の
集
合
す
る
機
会
と
し
て
、
聖
紀
を
行
う
こ
と
な
ど
、
大
陸
か
ら
の
移

住

・
「逃
難
」
経
験
が
聖
紀
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
。
.

最
後
に
、
事
例

(6
)
及
び
事
例

(7
)
に
お
い
て
は
、
正
統
ム
ス
リ
ム
と

非
正
統
な
ム
ス
リ
ム
と

い
う
差
異
が
軸
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
事
例

(6
)
の
場
合
に
は
、
台
湾
に
居
住
す
る
外
国
人
ム
ス
リ
ム
と
の
関
係
の
中
で
、

台
湾
回
民
が
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
事
例

(7
)
で
は
、
ア
ホ
ン
の
留
学
と
い
う

移
動
の
経
験
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
、
移
動

・
移
住
の
経
験
が
.聖
紀
を
行
う
上
で
の
文
化
的
差
異
を
生

み
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
事
例

(7
)
の
馬
ア
ホ
ン
の
態
度
が
如
実
に
示
す

よ
う
に
、
そ
う
し
た
差
異
を
徐
々
に
調
整
す
る
か
た
ち
で
、
聖
紀
が
変
化
し
て

60



い

る

。

配

結
び

マ
ン
デ
ル
は
、
ド
イ

ツ
で
生
活
す

る
ト
ル
コ
人
労
働
者

(ガ
ス
ト
ア
ル
バ
イ

タ
ー
)
を
分
析
し
た
論
考
の
中
で
、
ド
イ

ツ
へ
と
移
住
し
た
ト
ル
コ
人
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
、
単

一
の
ト
.ル
コ
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
下
に
、
単
純
に
再
構

築
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
と
し
.た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
ト
ル
コ
国
内
で
差
別
さ
れ

て
き
た
ア
レ
ヴ
ィ
派
ム
ス
リ
ム
と

ス
ン
ナ
派
ム
ス
リ
ム
と
の
関
係
や
、
そ
れ
ぞ

れ
の
宗
派
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が

、
ド
イ

ツ
へ
の
移
住
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
し

て
、
ト
ル
コ
社
会
と
い
う
文
脈
か
ち
ず
れ
た
と
こ
ろ
で
、
再
調
整
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。
「
ア
レ
ヴ
イ
派
と
ス
ン
ナ
派
と
が
、
異
な

っ
た
仕
方
で
外
国
の
コ
ン
テ

ク
ス
ト
に
直
面
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
彼
ら
相
互
の
関
係
そ
の
も
の
が
、
ド
イ

ツ
社
会
と
の
相
互
作
用
に
お
け
る
光

の
も
と
で
、
変
化
を
経
験
し
て
い
る
の
だ
」

[ζ
碧
α
Φ
=

O
O
O
口
O
己
。

つ
ま
り
、
ム
ス
リ
ム

・
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
に
つ
い
て
、

ア
ク
バ
ル
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

「海
外

へ
と
移
住
し
た
ム
ス
リ
ム
は
、
共
通

の
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
す
ら
共
有
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
」
。
「結
局
、
移
民
ム
ス
リ

ム
は
、

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
文
化
に
遭
遇
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
彼
ら
の
移
住
先
社

会
と
の
関
係

の
中
で
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

で
あ
る
と
い
う

の
み
な
ら
ず
、
彼
ら
自
身

も
異
な
み
宗
派
や
文
化
的
伝
統
な

ど
を
背
景

に
移
佐
し
て
い
る
の
で
あ
る
」

[〉
否
霞

一り
逡

"
ρ
刈
胃

ア
パ
デ
ュ
ラ
イ
は
、
人
の
移
動
が
世
界
規
模
で
起
き
て
い
る
今
日
の
状
況
を

指
し
て
、
「脱
領
域
化

(α
Φ
8
三

8
鼠
巴
冒
帥
江
o
p
)」
と
呼
ん
だ
。
そ
し
て
、
文

化
の

「脱
領
域
化
」
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
文
化
的
再
生
産

の
形
態

の

一
つ

と
し
て
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
や
イ
ス
ラ
ー
ム
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
挙
げ
て

い
る
[>
b
冨
曾
蕁
=

り
り
O]。
ま
た
、
グ
プ
タ
と
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
は
、
人
類
学
の

研
究
対
象
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
他
か
ら
明
確
に
区
分
さ
れ
た

「場
所
」
や
そ
の

「場
所
」
に
固
有
の

「文
化
」
が
構
築
さ
れ
て
き
た
と
し
、
移
民
研
究
が
そ
う
し

た
固
定
化
さ
れ
た

「場
所
」
、
「文
化
」
観
念
に
風
穴
を
あ
け
る
研
究
対
象
と
な

り
う
る
と
し
て
い
る
。

一
方
で
グ
プ
タ
と
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
は
、
「今
日
的
状
況
に

お
け
る
ア
イ
ロ
ニ
ー
は
、
実
際
の
場
所
や
地
域
が
こ
れ
ま
で
に
な
く
曖
昧
に
な

り
、
非
決
定
的
に
な
る
に
つ
れ
、
文
化
的
で
、

エ
ス
ニ
ッ
ク
な
固
有
の
場
所
と

い
う
観
念
が
、
よ
り

一
層
顕
著
に
な

っ
て
き
て
い
る
…
…
こ
う

い
っ
た
状
況
に
.

お
い
て
、
想
起
さ
れ
、
想
像
さ
れ
た
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
、
場
所
、

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

を
中
心
に
、
脱
場
所
化
さ
れ
た
人
々
が
集
ま
る
に
つ
れ
て
、
想
像
の
共
同
体
が

想
像
さ
れ
た
場
所
に
結
び
付
け
ら
れ
る
仕
方
が
最
も
可
視
化
さ
れ
る
」
と
し
て

い
る
[O
⊆
讐
鋤
卿
男
Φ茜
ロ
ωo
p
一〇
り虧
"
ω
O田

し
か
し
、
人
の
移
動
が
も
た
ら
す
文
化
状
況
は
、
決
し
て
文
化
的
先
鋭
化
ば

か
り
で
は
な
い
。
何
よ
り
も
、
移
住
に
よ

っ
て
文
化
が

「脱
領
域
化
」
さ
れ
、

移
住
先
で

「再
領
域
化
」
さ
れ
る
際
生
み
出
さ
れ
る
の
は
、
全
く
同

一
の
文
化

的

・
社
会
的
背
景
を
持
つ
人
々
が
自
然
に
形
成
し
た
エ
ス
ニ
ッ
ク
コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
で
は
な

い
。
「脱
領
域
化
」
さ
れ
た
人
々
、
そ
し
て
文
化
は
、
「脱
領
域
化
」

さ
れ
た
ま
ま
再
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
グ
プ
タ
と

フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
が
的
確
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「脱
領
域
化
の
概
念
、

ハ
イ
モ
ダ

ニ
テ
ィ
状
況
に
お
け
る
空
間
の
霧
散
と
い
う
レ
ベ
ル
に
留
ま

っ
て
し
ま
う
代
わ

移民と文化変容:台 湾回民社会における聖紀祭礼の変遷と回民アイデンティティ61



'

り
に
、
現
代
社
会
に
お

い
て
空
問
が
再
領
域
化
さ
れ
る
仕
方
を
、
理
論
化
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
[O
巷
β

俸

閃
興
oq
ロ
ωo
p
一
り㊤
幽
"
α
O
]。
本
論
で
詳
述
し
た

聖
紀

の
変
容
は
、
そ
う
し
た
再
領
域
化
の
プ

ロ
セ
ス
を
理
論
化
す
る

一
事
例
と

考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
論
の
事
例
に
即
し
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
現
在
台
湾
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
形
成
し
て
い
る
回
民
た
ち
は
、
多
様
な
移
住
や
移
動
の
経
験
を
経
て
い
る
。

そ
う
し
た
移
住
や
移
動

の
経
験
が
、
そ
う
し
た
経
験
を
背
景
と
し
た
回
民
の
イ

ス
ラ
ー
ム
観
や
回
民
観
を
形
作

っ
て

い
る
。
移
住
や
移
動
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、

脱
領
域
化
さ
れ
た
回
民
た
ち
が
台
湾
社
会
に
お
い
て
再
領
域
化
を
図
る
際
、
彼

ら
は

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
あ
る
非
回
民
の
漢
人
と
の
関
係
に
お

い
て
の
み
で
、
回

民
の
エ
ス
ニ
ッ
ク

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
ネ
ゴ
シ
エ
イ
ト
す
る
訳
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、
様
々
な
移
住

・
移
動
の
経
験
を
背
景
と
し
た
、
回
民
内
部
で
の
多
様

性
が
、
再
領
域
化
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
調
整
さ
れ
て
い
く
。
そ
う
し
た
回
民
内

部
で
の
多
様
性
の
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
台
湾
回
民
社
会
で
行

わ
れ
て
い
る
聖
紀
祭
礼
の
変
容
の
中

に
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
.

丁 注
)

 

(2
)

本
稿

は
、

[
九
九
九
年

十
月
か

ら
二
〇
〇

一
年
九
月
ま

で
、
中
華

民
国

(台

湾
y

中
央
研
究
院
民
族

学
研
究
所

に
お

い
て
、
訪
問
学
員
と

し
て
滞

在
期

間

中

に
行

っ
た
調
査
を
も

と
に
執
筆
さ

れ
た
。
本
研
究
を
可
能

に
し
て

い
た
だ

い
た
中
央
研
究
院
民
族
学
研
究
所
に
感

謝

い
だ

し
ま
す
。

台
湾
回

民
の

エ
ス

ニ
ッ
ク
な

ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
状
況
は

、
か

な

り
複
雑

で
あ

る
。
ピ

ル
ズ

ベ
リ
ー

の
記
述

に
よ
る
と
、
彼
女
が
調
査

し
た
当

時
、
調
査

対
象

と
さ
れ

た
回
民

の
多

く
が

、
彼
ら

が
信

徒

で
あ

る
以
上

に
、

(3
)

(4
)

(5
)

(
6
)

「民
族
」

で
あ

る
と
述

べ
た

こ
と
が
記
述
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
筆
者
が
調

査
し
た
と
こ

ろ
で
は
、
自

ら
を

漢
族
と
は
異
な

る
少

数
民
族
と

し
て
の

「
回

族
」

と
捕
ら
え

て
い
る
人
は
少

な
く
、
.漢
族

で
は

な

い

「回
族
」

が
何
を
意

味
す

る

の
か
が
わ
か
ら

な
い
人
も

い
た
。

一
方

で
、

中
国

で
回
族
と

分
類
さ

・れ
、

イ

ス
テ
ー

ム
信
仰

が
復
活

し
た

と

い
わ
れ

て

い
る
、
福

建
省

の
郭

氏
や

丁
氏
と
親
族

上

の
繋
が
り

の
あ

る
台
湾

郭
氏

や
丁
氏

に
対

し

て
、
信
仰

の
復

活
を
促
す
な

ど
、
血
縁
関
係
を
重
視

し
た

エ
ス
ニ

ッ
ク
な
回
民
認
識
も
存

在

し
て
い
る
。

こ
う

し
た
認
識

の
差

に
は
、
世

代
差

や
移
住

の
背
景
な
ど

が
関

係
し

て

い
る
と
考
え

ら
れ
る
つ

い
ず
れ

に
せ
よ
、
中
国
大
陸

で
呼

ば
れ

る
よ

う
な

「回
族
」

が
、
明

確
な
カ

テ
ゴ

リ
ー
と

し
て
存

在
し

て

い
る
と
は

い
い

が
た

い
。

ア
ホ

ン
と
は

モ
ス
ク

の
宗
教

的
指

導
者

の
こ

と

で
あ
.る
。

ペ
ル
シ

ャ
語

の

≧
∈
巳

か
ら
来
た
言
葉
で
あ

る
と
言
わ
れ

て
い
る
。

中
華
民
国

の
行
政
区
分

が
用

い
ら
れ

て
い
る
た

め
、
南
京
市
が
原
籍

地
と
し

て
分
類
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
以
外

に
も

、
人
数

は
少

な

い
が
、
入
信

ム

ス
リ
ム
も

存
在

し

て
お
り

、

現
在

の
台

湾
回
民

の
中

で
も
重
要
な
位

置
を
占
め

て

い
る
。
入
信

ム
ス
リ
ム

と
本
論

で
分
析

す
る
回
民
と

の
関
係

は
、

エ
ス
ニ

ッ
ク

・
.ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ

ィ
と
宗
教

的
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
と

の
関
係

を
考
え

る
う
え

で
、
興
味
深

い

テ
ー

マ
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
入
信

ム

ス
リ

ム
に

つ
い
て
は
、
本
論

の

中
心
的
テ
ー

マ
で
は
な

い
の
で
、
特
に
言
及
し
な

い
。

申
国
大
陸

で
は

現
在

で
も
、
イ

ス
ラ
ー
ム
の
宗

教
指
導
者
を
教

育
す

る
、
高

等
教
育

シ
ス
テ
ム
が
存
在

し

て
い
る
。
各
地

に
設
置
さ
れ

て

い
る

「
イ

ス
ラ

ー

ム
経
学
院
」

の
他

に
、
中
国
回
族
社
会

で
は
、
伝

統
的

に
経
堂
教

育
と
よ

ば
れ
る
イ

ス
ラ
ー
ム
教
育

が
行

わ
れ

て
き

て
お
り

、
現
在

で
も
多
く

の
若
者

が

モ
ス
ク
内

で
イ

ス
ラ
ー
ム
を

学
ん
で

い
る
。
経
堂

教
育
は

一
般

に
、
回
族

社
会
内

に
お
け
る
宗
教
指
導
者
を
養

成
す
る
た

め
の
シ

ス
テ

ム
で
あ
り

、
各
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ノ

」

モ
ス
ク
で
行

わ
れ

て

い
る
。
教
育
を
施
す

の
は
、
各

モ
ス
ク
の
ア
ホ
ン
で
あ

り
、

モ
ス
ク
で
イ

ス
ラ
ー
ム
を
学

ぶ
経
学
生
は

「満
拉
」
、
も
し
く
は

「
海
里

凡
」
と
呼
ば

れ
、

モ
ス
ク
内

に
寄
宿

し
で
生

活
し

て
い
る

こ
と
が
多

い
.

生

活
費
は

一
般
信
徒
か
ら

の
寄
付
金

に
よ

っ
て
賄
わ
れ

て
い
る
。

(7
)
台
南

に
も

一
つ
モ
.ス
ク
が
あ

る
。
し

か
し

、
台
南

モ

ス
ク

の
ア
ホ
ン
は

イ

エ

メ
ン
人

で
あ
り
。
台
湾
回
民
を
論

じ
る
本
稿

で
は
取
ゆ
扱
わ
な

い
。

(8
)
歴
代

の
多
ぐ

の
ア
ホ
ン
は

、
兼
任

の
ア
ホ
ン
で
あ

っ
た
。
特

に
、
中
華
民

国

台
湾

の
外
交

部

(外
務
省

)
や
、
大
学

の
ア
テ
ビ

ア
語
学
科

の
教
員
を
務

め

る
傍
ら
、

ア
ホ

ン
職
を
兼
任
し
て

い
た
人
が
多

い
。

(.9
)
彼
ら

の

菁
う

ア
ラ
ビ

ア
語

教
育
と
は
、

コ
ー
ラ
ン

の
正
確
な
朗
誦

の
こ
と
を

指
し

て
お
り
、
言
語
運
用
能

力

の
向
上
を

中
心
と
し
た
言
語
教
育

の
こ
ど

で

は
な

い
。

(10
)
注

(6
)
参
照
。

(11
)

「小

開
齊
節
」
、

「宰
牲

節
」
.な
ど
と
も
呼

ば
れ

る
。

台
湾
回

民
社

会

で
は

、

メ

ッ
カ
巡
礼

に
関
係
す

る
、
イ
ブ

ラ
ヒ
ー
ム
と
イ

ス
マ
イ
L

ル
の
故
事

に
ち

な
ん

で
、
「
忠
孝
焼里

と
呼

ば
れ
る
。

(12
)
平
時

の
礼
拝

で
は
、

「
ア

ッ
ラ
ー

フ

・
ア
ク
バ
ル

(
ア
ッ
ラ
ー
は
偉
大

な
り
)
」

を

1
度
唱
え

て
、

一
拝
す

る
形
式

が

2
度
繰
り

返
さ
れ
る

の
に
対
し

て
、
断

食
開
け

の
祭

り
ど
犠
牲
祭

の
両
イ
ー
ド

で
は
、
二
度
繰
り
返
す
礼
拝

の

一
度

目

で
.
「
ア

ッ
ラ
レ

フ

・
ア
ク
バ
ル
」
が
七
回

唱
え

ら
れ
、

一
.一回
目

で
五
回
唱

.
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
礼

拝
時

間
も
平
時

の
礼
拝
と
は
異
な

っ
.て

い
る
コ
.

(13
)
老
教
と
.は
、
新
教
、
新
新
教

な
ど

に
対
し

て
、
早

期
に
中
国

へ
と
入

っ
て
き

た
イ

ス
ラ
ー
ム
を
指
す
。
儀

礼
の
進
め
方

や
、
モ

ス
ク

の
建
築
様
式
な
ど

の

面
に
お

い
て
、
比
較

的

「
中
国
化
」
さ

れ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

(14
)
こ

の
こ
と

か
ら
も
分

る
よ
う

に
、
台
湾

の
ム
ス
リ
ム
社
会

は
、
必
ず
し
も
な

ん
ら
か

の
教

派
の
教
義

に
も

と
つ

い
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
新
生

モ
ス
グ

が
イ

フ
ワ
ー

二
派

に
属
し

て

い
た
か
ら
聖
紀
を
行

っ
て

い
な
か

っ
た
と

い
う

ピ

ル
ス
ベ
リ
ー

の
見
解
は
、
当

っ
て

い
な

い
よ
う

で
あ
る
。

(15
)
台
北
市
木
柵

に
あ
る
国
立
大
学

。

ア
ラ
ビ

ア
語
科

が
あ
り
、
台
湾

の
モ

ス
ク

の
ア
ホ
ン
と

ア
ラ
ビ
ア
語
科

の
教
員
と
を
兼
任
し

て
い
た
人
も
多

い
。
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Migration and Cultural Change Ritual Change of Sheng ji 

      and the Chinese Muslim Identity in Taiwan

KIMURA Mizuka

In the process that migrant communities are being formed, ethnic identities of migrants are not only 

constructed in the interaction with the majority culture of their destination. But it is also constructed 

in the process of adjusting their internal differences. In this paper, I will focus on the ritual change of 

Sheng-ji in a Chinese Muslim community in Taiwan. Sheng-ji ritual has been historically undergone 

transformation. At the same time, the viewpoints of the Chinese muslims in Taiwan for the Sheng-ji 

ritual are various. Most of all the Chinese muslims in Taiwan were migrated to Taiwan island directly 

from mainland China or via another country in order to escape from the devastation of Nationalist-

Communist war in China. Their backgrounds of migration are multiple, and the islamic traditions that 

came to Taiwan with them are also multiple. These experiences of their migration or movements are 

closely related to the transformation of Sheng-ji ritual and the various viewpoints of them. Sheng-ji 
ritual in Taiwan muslim community should be placed in the negotiation that tries to adjust these 

internal differences. In this paper, I will illustrate how the ethnic identity of Chinese muslims in 

Taiwan is changed and negotiated by analyzing the historical transformation of Sheng-ji ritual . 

Key Words 

migrant ethnicity, ritual change, Chinese muslim in Taiwan, Sheng-ji, ethnic identity
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